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研究者の横顔 

※上の写真は、東日本大震災の津波被災農地での土壌調査(中央が筆者) 

＜研究職在籍中の研究観の変遷(一個人の感想)＞ 

当方の関係分野は農業土木、研究の専門分野は土壌物理学であります。当方が研究職を拝命して

から三十余年が経過しました。この間、当方の身近なところで“研究観”は変わったように思いま

す。以下、これについて個人の経験と感想を述べます。 

高校・大学の自然科学の授業では「○○の法則、△△の原理」といった、18～19 世紀の研究者

の業績を教わります。この結果、自然にこのような研究イメージが脳裏に植え付けられます。筆者

も農水省の研究職を拝命した当時、研究＝基礎(的)研究、という先入観がありました。最初の配属先

であった農業土木試験場では、当時は基礎的研究重視の雰囲気があり、新人は基礎的なテーマを見

つけることが重要視されました。試験場内の方々で洋雑誌の輪読ゼミが行われ、当方も土壌物理学

の海外の教科書の輪読ゼミに参加しました。在籍わずか６ヶ月弱で転勤した四国農業試験場の研究

室のテーマは、現場に応用する技術開発(営農土木技術)でした。この時点で、当方の頭の大部分は“基

礎的研究”で占められており、現場技術の重要性を理解できませんでした。その結果、研究室業務

の空き時間は、基礎学の勉強、基礎的なテーマの探索に費やしました。その後に転勤した農業工学

研究所でも、当方の研究生活が大きく変わることなく、無事博士号も取得しました。 

その後、本省勤務を経て、九州沖縄農業研究センターに転勤となりました。このころ、当方は、

専門である土壌物理学での閉塞感を感じており、土壌物理学と他分野とのコラボという方法論に関

心を向けるようになりました。折しも転勤 3 年後にチーム制が敷かれ、当方は土壌肥料分野を主体

としたチームの一員となりました。チームの方針は“同一の現場をヘテロな分野で共有して成果を

挙げる”というものであり、土壌肥料分野の現場や県の研究者に混じって研究に参画し、他分野の

研究者とコミュニケーションする機会に恵まれました。また、チームの統括者が“農業は開放系”

と発言されたことが鮮明に記憶されました。この発言をきっかけに、「18～19 世紀における研究の

方法論は“要素還元”であり、自然現象の一部を切り取って法則を確立するものですが、農業現場

は開放系であり、“要素還元”的なもしくは単独分野での方法論では限界がある」ことに思考が向く

ようになりました。これらの経験を経て、当方の思考回路は従前とは明白に変わりました。 

農業研究一般に目を向けると、少し前には“総合研究”、昨今では“現場重視”、“バックキャスト” 

なる単語を耳にしました。当方の解釈では、これらは“農業は開放系”という認識に基づいている

と思われます。しかし、自然科学は“要素還元”的な方法論で発展してきており、これ以外の方法

論を目にすることはありません。開放系である農業現場で起こる自然現象に、個人の研究者として、

また複数分野の研究者と連携してどう立ち向かうか、皆等しく悪戦苦闘されていると思います。 
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